
3. 調査結果の概要

( 1 )生息の確箆された魚類等

前回調査では既存の調査文献により、これまでに琵琶湖および県下の河川で生息

の確認されていた魚類70種類、甲殻類(エピ類・カニ類)7種類の内、定点一斉調

査で確認されなかった魚類はヤマメ、カワパタモロコ、アオウオ、カワヒガイ、ニ

ッポンパラタナゴ、アユモドキの6種類で、甲殻類(エピ類・カニ類)ではタンカ

イザリガニの生息が確認できなかった。確認できなかった種については補完調査を

行い、最終的に生息の確認できなかった魚類等は、アオウオ、カワヒガイ、ニッポ

ンパラタナゴ、アユモドキの4種類であった。

今回の調査で確認できなかった魚類は、ニジマス、ヤマメ、カワパタモロコ、ソ

ウギョ、アオウオ、ワタカ、ハクレン、カワヒガイ、アプラヒガイ、ズナガニゴイ、

ニッポンパラタナゴ、イチモンジタナゴ、シロヒレタピラ、アユモドキ、スジシマ

ドジョウ、ホトケドジョウ、ピワコオオナマズ、イワトコナマズ、メダカ、ハリヨ

の20種類となった。甲殻類ではタンカイザリガニ、モクズガニの 2種類であった。

このうちワタカ、スジシマドジョウ、ホトケドジョウ、メダカ、モクズガニの4

種は調査期間内に行われた水産試験場の他の調査で採捕された。また、ニジマス、

カワパタモロコ、ソウギョ、アオウオ、ハクレン、アブラヒガイ、シロヒレタピラ、

ピワコオオナマズ、イワトコナマズ、ハリヨの 11種については漁業者等からの聞

き取りにより生息が確認された。特に、カワバタモロコ、ソウギョ、アオウオの 3

種は水産試験場に搬入され、魚体を確認している。

今回の調査では、定点一斉調査で確認されなかった種に対して、補完調査の実施

は行わなかった。従って、最終的に確認されなかった魚類等はヤマメ、カワヒガイ、

ズナガニゴイ、ニッポンパラタナゴ、イチモンジタナゴ アユモドキ、タンカイザ

リガニの 7種類であった。

なお、前回調査では確認されなかったアオウオが彦根市地先のエリで漁獲され、

水産試験場に搬入された。また、大戸川上流では違法に放流されたものと思われる

コクチパスが複数尾採捕されている。
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(2)魚類等の量的状況

表4に今回の調査結果をもとに魚類の水域別生息状況の多寡を示した。後述の水域別調査

結果より、多くの地点(ある水域例えば河川上流で、調査した地点の半数以上)に生息し

ており、一定の採集努力あたりの採集数が多い(一定の採集努力により採集数をランク分

けした時、調査した地点の半数以上で採集数が多いランクに該当する)魚種には****

印を付した。また多くの地点に生息しているが、採集数の少ない魚種には***印を、生息

地点は少ないが(水域別調査地点の半数未満で生息)、採集数は多い魚種には女女印を、

生息地点、採集数ともに少ない魚種には女印を、水産試験場の他の調査で生息の確認でき

た魚種には女印を、漁業者等からの聞き取りにより生息の確認できた魚類にはO印を付し

た。

同様にして表5に甲殻類(エピ類、カニ類)の生息状況の多寡を示した。

表4、表5より、次のような点に留意して魚類等の滋賀県下における生息状況を類型化し

た。表4、表5において、ある水域例えば河川上流ではどういう魚類が多く、また少ないか

という見方は正しいが、ある魚種例えばスナヤツメがどの水域に多し、かあるいは少ないか

という見方は採集方法(採集努力)が水域ごとに異なるので単純には比較できない。さら

にこの表の生息数の多い少ないは採集結果によるものであり、水産試験場の試験採捕では

エリの標本採集を除き大型の魚類を採集することが難しいため、大型の魚種は実際より生

息数が少なく表現されている。ただ大型の魚種ほど(例えばピワコオオナマズのように)

生息数が少なく、逆に小型であればあるほど(例えばヨシノボリのように)生息個体数が

多いというのが自然界では一般的である。

魚類等の現在の生息状況を前回調査に準じて類型化した。

【琵琶湖および県下の河川等に普通に見られる魚類・甲殻類 (33種額)】

琵琶湖から河川の上流まで普通に見られる魚顛・甲般類 (0種嬢)

琵琶湖で普通に見られるが、河川の中下流でも見られる魚類・甲殻類 (21種類)

ワカサギ、アユ、ピワマス、ウグイ、ビワヒガイ、カマツカ、ゼゼラ、スゴモロコ、

デメモロコ、ニゴイ、ニゴ‘ロプナ、カネヒラ、オオクチパス、ブルーギル、

ヨシノボリ、ヌマチチプ、ウキゴリ、ウツセミカジカ、テナガエピ、スジエピ、

アメリカザリガニ

(ピワマスは本調査での採集数は少ないが、漁獲統計では年間30トン前後漁獲され

ていることよりこの類型に加えた。)

主として河川の中・下流で普通に見られる魚顛・甲殻類 (5種類)

オイカワ、ハス、ギンプナ、ナマズ、ドンコ

主として河川の上涜で普通に見られる魚類・甲殻類 (7種類)

イワナ、アマゴ、カワムツ、タカハヤ、アカザ、カワヨシノボリ、カジカ

E
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1ス
2ウナギ • • 3ワカサギ • 4アユ • • • ス
7ヤマメ
87マゴ
9ピワマス
10 
11 
12ハス
13カワ1¥タモロコ
14ウグイ • 15 
16 
17ソウギョ
187オウオ
19ワタカ • 201 
21タモロコ
22ホンモロコ
23ムギツク
24モツゴ
25カワ
26 
277ブラヒガイ
28カマツカ
29ツチフキ

3aq1--ス笠ゴjf.モ芝ロ....コ

32デメモロコ
33イトモロコ
34ニゴイ • • ズナガニゴィ ・

コイ
37ニゴロブナ
38ゲンゴロウブナ
39ギンブナ
40 
41 
42タイリクパラタナゴ • • 43ニッポンパラタナゴ
44イチモンジタナゴ • 45シロヒ
46 
47アユモドキ
48ドジョウ • • 49スジシマドジョウ • • 50シマドジョウ • 
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51 
52ホトケドジョウ
53ギギ
54アカザ
55ナマズ
56 
57イワトコナマズ
58メダカ
59 I、リヨ
60カムル
61コクチパス
62オオクチパス
63ブルーギル
64ドンコ
65ヨ苧
66 
67ヌマチチブ
68イサザ
69ウキゴリ
70カジカ
71ウツセミカジカ

1ヌマ
2テナガエピ
3スジエピ
4タンカイザリガニ
5アメリカザリガニ
6サワガニ
7モクズガニ

• A 

• 
• • 

• 

• 
• 

• • ・池• • • • A 
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【生息数が少ないと考えられる魚類・甲殻類 (37種類)】

特定の地場・水場にしか生息していない魚類・甲殻頚 (7種類)

カワパタモロコ、ツチフキ、イトモロコ、アジメドジョウ、ホトケドジョウ、

ハリヨ、サワガニ

生息が価在しかけていると考えられる魚類・甲殻頬 (12種類)

アプラハヤ、ワタカ、タモロコ、ムギツク、モツゴ、ヤリタナゴ、アプラボテ、

タイリクパラタナゴ、ドジョウ、スジシマドジョウ、シマドジョウ、メダカ

放流した経緯があるが、再生産せず生息量の少ない魚類・甲般類 (5種類)

ウナギ、ニジマス、ソウギョ、アオウオ、ハクレン、

全般的に生息量が少ないと考えられる魚類・甲殻類 (13種類)

スナヤツメ、ホンモロコ、アプラヒガイ、コイ、ゲンゴロウプナ、シロヒレタピラ、

ギギ、ピワコオオナマズ、イワトコナマズ、カムルチ一、イサザ、ヌマエピ、

モクズガニ

【生息の確認できなかった魚額・甲殻頚 (7種類)]

ヤマメ、カワヒガイ、ズナガニゴイ、ニッポンパラタナゴ、イチモンジタナゴ、

アユモドキ、タンカイザリガニ

【新たに生息が確題された魚類 (1種錆)】

コクチパス

前回調査で確認された種のうち、今回の調査や確認情報等により増減の傾向を以下に示し

た。

【前回調査より増加傾向にある種 (4種類)] 

ワカサギ、ハス、カネヒラ、ブルーギノレ

【前回調査と同程度の生息量と恩われる種 (34種類)】

イワナ、アマゴ、ピワマス、カワムツ、タカハヤ、ワタカ、ムギツク、モツゴ、

ツチフキ、ゼゼラ、スゴモロコ、デメモロコ、ニゴイ、ニゴロプナ、ギンブナ、

ヤリタナゴ、タイリクパラタナゴ、ドジョウ、スジシマドジョウ、アジメドジョウ、

ナマズ、オオクチパス、 ドンコ、ヨシノボリ、カワヨシノポリ、ヌマチチプ、イサザ、

ウキゴリ、カジカ、ウツセミカジカ、ヌマエピ、テナガエピ、スジエピ、

アメリカザリガニ

【前回調査より誠少傾向にある種 (24種類)】

スナヤツメ、ウナギ、アユ、オイカワ、ウグイ、アプラハヤ、タモロコ、ホンモロコ、

ピワヒガイ、アプラヒガイ、カマツカ、イトモロコ、コイ、ゲンゴロウプナ、
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アプラボテ、イチモンジタナゴ、シロヒレタピラ、シマドジョウ、ホトケドジョウ、

ギギ、アカザ、メダカ、カムルチー、サワガニ

【採捕できなかったり、情報不足のため増減の不明な種 (11種類)】

ニジマス、ヤマメ、カワパタモロコ、ソウギョ、ハクレン、ズナガニゴイ、

ピワコオオナマズ、イワトコナマズ、ハリヨ、タンカイザリガニ、モクズガニ

【新たに生息が確認された種 (2種類)] 

アオウオ、コクチパス

増加傾向にある種のうち、ワカサギは前回調査頃(1994年頃)より急に増えだし、現在

では定着し、生息量も多く、漁獲対象種となっている。また、プ、ノレーギノレは、前回調査で

も比較的多い方であるが、今回調査では河川中下流部や琵琶湖沖合でも採集されており、

特に琵琶湖沿岸部や内湖での増加傾向が著しい。

前回調査より減少傾向にある種の内、スナヤツメ、ウナギ、アプラハヤ、ホンモロコ、

コイ、ゲンゴロウプナ、シマドジョウ、ギギ、サワガニの9種は、「前回調査では普通に

見られる魚類・甲殻類」に類型されていたが、今回調査では「生息数が少ないと考えられ

る魚類・甲殻類」に類型された。また、前回調査でも「生息数が少ないと考えられる魚類

.甲殻類Jに類型されたアプラヒガイ、イトモロコ、イチモンジタナゴ、シロヒレタピラ、

ホトケドジョウ、メダカ、カムルチーの7種は今回調査ではさらに減少傾向にあると思わ

れた。

なお、前回調査と同程度の生息と恩われる種に類型した中には、前回調査よりすでに「生

息量が少ないと考えられる魚類・甲殻類」に類型された、ワタカ、ムギツク、モツゴ、ツ

チフキ、ヤリタナゴ、タイリクパラタナゴ、ドジョウ、スジシマドジョウ、アジメドジョ

ウ、イサザ、ヌマエピの11種が含まれており、依然として生息量の少ない状態のままであ

る。

全般的に魚類は減少傾向にあり、環境はよい方向には進んでいないと思われる。
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表4 魚類の水域別生息状況の多事 <**** 多くの地点に生息しており、採集散も多い。

*** 多くの地点に生息しているが、採集散は少ない。** 生息地点!ま少ないが、採集散

は比較的多いところがある。 食 生息地点、探集散ともに少ない。 女水産鼠験場の他の調査

で確認できた種。 。識章者等からの聞き取りにより生患の確認できた種。)

言~ 肉陸部(河川・肉湖・池沼) 琵琶湖

河川上流 河川中流 河川下流 内湖・地 沿岸 沖合

スナヤツメ * * 世町 * 2 ウナギ * * * "* * 3 ワカサギ ** *** 女申町**

4 アユ * **** 女*** 4町 *女合女 **** 5 イワナ 4町*~町

6 ニジマス 。
7 ヤマメ

8 アマゴ *** 7女

9 ピワマス * * ** 10 カワムツ **** **** * * * 11 オイカワ * 4町食*~町 **~町食 * ** * 12 ハス * **** **** 13 カワ1'¥タモロコ 。
14 ウグイ ** * * 4町4町4町 ** 15 アブフハヤ ** ** * 16 タカハヤ **** * 17 ソウギョ 。
18 アオウオ 。
19 ワタカ "* "* 20 ハークレン 。
21 タモロコ * * "* "* 22 ホンモロコ * * * * 23 ムギツク * ** 24 モツゴ * * ** * 25 カワヒガイ

26 ピワヒガイ * 会 女** 4旨

27 アブラヒガイ 。
28 カマツカ ** ** 食** "* 4匪 *** 29 ツチフキ * 30 ゼゼフ ** 4町食申町4町 **** 31 スゴモロコ "* 4町4町4町 ** 32 ヂメモロコ * **~町 ***~町

33 イトモロコ * 34 ニゴイ * ** *** * 35 ズナガニゴイ

36 コイ * "* * 宮崎

37 ニゴロブナ * * * * 合唱町*

38 ゲンゴロウブナ * * 39 ギンブナ * *~町* *** * * * 40 ヤリタナゴ * 4町 "* * 41 アブラポァ * * 42 タイリク I~ フタナゴ ** * ** * 43 ニッポンパラタナゴ

44 イチモンジタナゴ

ハU
1
L
 



平?ぐと 内陸部(河川・肉湖・池沼) 琵琶湖

河川上流 河川中涜 河川下流 内湖・池 沿岸 沖合

45 シロヒレタピラ 。
46 カネヒラ * ?会 セ *** 47 アユモドキ

48 ドジョウ * * ?会 * 49 スジシマドジョウ * 50 シマドジョウ ** ** * 51 アジメドジョウ ** * 52 ホトケドジョウ * 53 ギギ オk 。
54 アカザ *** * 55 ナマズ * 4町 食4町* 4町

56 ピワコオオナマズ 。
57 イワトコナマズ 。
58 メダカ * 59 ハリヨ 。
60 カムルチー ?色 * * 61 コクチパス * 62 オオクチパス * *** *--町食 *--町会 * 63 ブルーギル *--町 ** 女*** **** 食女*

64 ドンコ * *ヲ""*

65 ヨシノボリ * **** *--町食* 4町 4町食** 食**

66 カワヨシノポリ *--町** 女**

67 ヌマチチブ ** 4町4町申町唱町 * *** * 68 イサザ 食* * 69 ウキゴリ * 会食** *** 70 カジカ 会会** * 71 ウツセミカジカ ** 女*** 食*オk

表5 甲殻顛の水域別生息状況の多寡 <**** 多くの地点に生息しており、採集散も多い。

**女 多くの地点に生息しているが、採集数は少ない. ** 生息地点は少ないが、採集散

は比較的多いところがある。 食 生息地点、採集散ともに少ない。 会水産鼠験場の他の調査

で確認できた種。 。漁業者等からの聞き取りにより生息の確認できた種。)

二~と
内陸部(河JII・肉湖・池沼) 琵琶湖

河川上流 河川中流 河川下流 肉湖・池 沿岸 沖合

ヌマヱピ 4町唱買 * 2 ァナガエピ 4町* **** *** **--町* 女**

3 スジエピ ?長 * *--町4町食 食4町食* **** 4町4町*--町

4 タンカイザリガニ

5 アメリカザリガニ 世町 ** *--町*

6 サワガニ * 7 モクズガニ * 

省
E
A

4

・i



(3 )各水域における生息状況

1)河川における生息状況

河川における調査では魚類 46種(スナヤツメ、ウナギ、アユ、イワナ、アマゴ、ピ

ワマス、カワムツB型、カワムツA型、オイカワ、ハス、ウグイ、アプラハヤ、タカハヤ、

タモロコ、ホンモロコ、ムギツク、モツゴ、ピワヒガイ、カマツカ、ゼゼラ、イトモロコ、

ニゴイ、コイ、ニゴロブナ、ギンブナ、ヤリタナゴ、アプラボテ、タイリクパラタナゴ、

カネヒラ、ドジョウ、シマドジョウ、アジメドジョウ、ギギ、アカザ、ナマズ、カムルチ

ー、コクチパス、オオクチパス、ブ‘ルーギル、ドンコ、ヨシノボリ、カワヨシノボリ、ヌ

マチチプ、ウキゴリ、カジカ、ウツセミカジカ)、甲殻類(エピ類・カニ類のみ)5種(ヌ

マエピ、テナガエピ、スジエピ、アメリカザリガニ、サワガニ)が採集された。またハリ

ヨは醒井養鱒分場の調査で生息を確認した。

前回調査の結果と比較すると、前回調査で河川において確認されたニジマス、ヤマメ、

スゴモロコ、デメモロコ、ズ‘ナガニゴイ、ゲンゴ、ロウプナ、ホトケドジョウ、メダカが今

回の調査では確認されなかった。また、前回調査では河川で出現しなかったカムルチーと

コクチパスが採捕された。甲殻類は前回調査と同じ種類が確認、された。

前回調査が行われた時とは河川流量や調査地点数、調査範囲などの採集条件が異なるた

め、前回調査で出現し、今回調査で出現しなかった種類が居なかったと判断することは出

来ない。ヤマメは前回調査では日本海へ注ぐ天増川でのみ生息が確認されたが、今回の調

査では対象河川に含めなかった。ニジマスは従来から天然での繁殖は確認されず、遊漁の

ための河川放流によって資源が維持されている種類である。それ以外の種類については、

採集時の条件が影響して採捕されなかったのか、生息量自体が減っているのか、この結果

からは判断出来ないが、ズナガニゴイ、ホトケドジョウ、メダカは前回調査においても採

捕個体数の少なかった種類である。なお、ホトケドジョウ、メダカについては調査期間中

に行われた水産試験場の水田水路調査で採捕された。

一方、違法に放流されたコクチパスが新たに大戸川の上流で採捕されたが、今回の調査

結果では、採捕された場所は狭い範囲に限られていた。オオクチパスやブ、ルーギノレは河川

の上流では採捕されず、琵琶湖から入り込みやすい下流域を中心に分布していると思われ

るが、コクチパスは上流で見つかったことから、今後、下流や他の水系へ拡散することが

ないように注意深く見守る必要がある。

河川における地点別魚類等の採集結果を、前回調査の結果と対比させて表 6に示した。

同一水系内で上流地点、中流地点および下流地点の調査を行った河川は、姉川、愛知川、

野洲川、安曇川の 4河川である。姉川では魚類 25種(前回 24種)、甲殻類 4種(前回 2

種)、愛知川では魚類 32種(前回 28種)、甲殻類 3種(前回 2種)、野洲川では魚類 30

種(前回 40種)、甲殻類 2種 (5種)、安曇川では魚類 24種(前回 27種)、甲殻類 3種

(前回 2種)が採集された。野洲川での確認種数が前回調査に比べて 10種類少なかった

が、今回の調査では河川流量が多かったために調査範囲が限定されたことが影響した。

2)肉湖

内湖の調査では魚類16種(ワカサギ、アユ、カワムツ、オイカワ、ホンモロコ、モツゴ、

ツチフキ、デメモロコ、ニゴロプナ、ギンプナ、タイリクパラタナゴ、カムノレチー、オオ
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クチパス、ブルーギル、ヨシノボリ、ヌマチチブ、)、甲殻類3種(テナガエピ、スジエピ、

アメリカザリガニ)が採集された。

前回調査では魚類29種、甲殻類3種が採捕されており、前回調査の内湖における調査で

採捕されているが、今回調査で採捕されなかった種はウナギ、ハス、ワタカ、タモロコ、

ピワヒガイ、ゼゼラ、コイ、ゲンゴロウブナ、イチモンジタナゴ、メダカ、ウキゴリの11

種で、あった。このうちウナギ、ハス、タモロコ、ピワヒガイ、コイについては当調査期間

内に行われた水産試験場の他の調査(湖北町野田沼調査)で採捕された。ワタカについて

は堅田内湖において種苗生産の親魚確保の目的で釣獲により採捕された。

オオクチパスは堅田内湖を除き採捕されたが、堅田内湖でも目視により確認されており、

ブ、ルーギ/レは全ての内湖で採捕された。

内湖における地点別魚類等の採集結果を、前回調査の同地点の結果と対比させて表 7に

示した。

それぞれの内湖調査結果を前回調査と比較すると、どの内湖も魚種数は減少しており、

特に西の湖の魚種の減少が著しい。これには前回調査は同地点での調査回数、調査日数と

もに多いことも考えられるが、今回調査で採捕されたものはほとんどがブルーギルで、魚

類相がブルーギルに単純化していると思われた。また、近江舞子内湖で採補されたものも

ほとんどがオオクチパス、プ、ルーギルで占められており、魚類相が単純化していると恩わ

れた。伊庭内湖は今回の内湖調査では種数は多い方であるが、ブルーギルの量は多く、プ

ノレーギルが優占化しつつあると思われた。余呉湖も魚類種数の減少が著しく、これには前

回調査と伺じ場所での調査ができなかったことも考えられるが、前回調査では採捕されて

いない、オオクチパス、ブルーギルが採捕されており、今後が危ぶまれる。堅固内湖につ

いては、オオクチパス、ブ、ルーギル以外の魚類が多数採捕されているが、オオクチパスは

目視でブ、ノレーギルは採捕で確認、されており、今後の動向に注意が必要である。

3)沿岸帯

沿岸帯における調査では魚類33種(スナヤツメ、ウナギ、ワカサギ、アユ、ピワマス、

カワムツ、オイカワ、ハス、ウグイ、ホンモロコ、モツゴ、ピワヒガイ、カマツカ、ゼゼ

ラ、スゴモロコ、デメモロコ、ニゴイ、コイ、ニゴロプナ、ゲンゴ、ロウプナ、ギンプナ、

ヤリタナゴ、タイリクパラタナゴ、カネヒラ、ナマズ、カムノレチー、オオクチパス、ブル

ーギル、ヨシノボリ、ヌマチチプ、イサザ、ウキゴリ、ウツセミカジカ)、甲殻類4種(ヌ

マエピ、テナガエピ、スジエピ、アメリカザリガニ)が採集された。

前回調査では魚類42種、甲殻類4種が採捕されており、前回調査の琵琶湖沿岸における

調査で採捕されているが、今回調査で採捕されなかった種はアプラハヤ、ハクレン、タモ

ロコ、アプラヒガイ、シロヒレタビラ、 ドジョウ、スジシマドジョウ、ギギ、イワトコナ

マズの 9種であった。このうちタモロコ、 ドジョウ、スジシマドジョウについては当調査

期間内に行われた水産試験場の他の調査(沿岸部小型定置網調査)で採捕された。また、

ハクレン、アブラヒガイ、シロヒレタピラ、ギギ、イワトコナマズについては漁業者から

の聞き取りにより、調査期間内にエリや刺網で漁獲されたことを確認した。

前回調査で漁業者からの聞き取りにより確認された、ソウギョ、ピワコオオナマズ、モ

クズガニについては、ソウギョは能登川町地先のエリにより漁獲され、水産試験場に搬入
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された。ピワコオオナマズは漁業者からの聞き取りにより確認した。モクズガニは当調査

期間内に行われた水産試験場の他の調査(沿岸部小型定置網調査)で採捕された。

琵琶湖沿岸における地点別魚類等の採集結果を、前回調査の同地点の結果と対比させて

表8 (小型定置網による採集結果)、表 9 (小型沖曳網による採集結果)および表 10 (エ

リ漁獲物の標本採集結果)に示した。

琵琶湖沿岸で採集された魚類33種、甲殻類4種のうち、小型定置網および小型沖曳網調

査で採集されたものは魚類31種、甲殻類4種であった。前回調査と今回調査で同地点で行

われた調査結果を比較すると、小型沖曳網調査の湖北町尾上沖と大津市本堅田沖以外は採

捕魚種数が減少している。特に小型定置網調査の大樟市衣川では採捕種数の減少が著しく、

採捕魚のほとんどはブ、ノレーギルで、あった。同じ南湖調査である、小型沖曳網調査の大津市

堅田沖でも採捕魚はほとんどプ、ノレーギルであり、南湖では魚類相が単純化していると思わ

れた。また、小型定置網調査の近江八幡市牧町でも採捕種数は約半減しており、採捕魚の

ほとんどはブ、ルーギノレであった。

比較的採捕魚種数の多いのは、小型定置網調査の湖北町延勝寺、彦根市八坂町、新旭町

針江であったが、採捕尾数中ブルーギノレの占める割合は多かった。小型沖曳網調査ではど

の地点でもハゼ科の稚魚が比較的多く採捕されたが、近江八幡市牧町沖ではコイ科の稚魚

も採捕された。

ヨシ群落等の沿岸域ではブ、ルーギルが優先しつつあり、特に南湖では魚類相の単純化が

進んでいると思われた。

エリの漁獲物調査では魚類25種、甲殻類2種が採集された。前述の小型定置網調査およ

び小型沖曳網調査で、採集された以外の魚種はスナヤツメ、デメモロコであった。前回調査

と比較すると東部を除いて魚種数は減少している。特に東南部と南部での採捕魚種数の減

少が著しい。

4)琵琶湖沖合における生息状況

琵琶湖沖合における調査では魚類23種(ワカサギ、アユ、ピワマス、オイカワ、ハス、

ウグイ、ホンモロコ、ピワヒガイ、カマツカ、ゼゼラ、スゴモロコ、デメモロコ、ニゴイ、

コイ、ニゴロブナ、ゲンゴロウプナ、ギンプナ、オオクチパス、ブルーギノレ、ヨシノボリ、

ヌマチチブ、イサザ ウツセミカジカ)、甲殻類2種(テナガエビ、スジエピ)が採捕さ

れた。

今回調査は前回調査より多くの場所の調査を行ったため、前回調査では採捕されていな

いオイカワ、コイ、ギンプナが採捕された。

前回調査と同地点の調査は長浜市沖、安曇川町沖、彦根市沖、近江八幡市沖であるが、

採捕魚種数は各地で増減はあるものの、大きくは変わっておらず、むしろ増加している地

点も多い。魚種別に見るとワカサギ、ハスは増加傾向であり、特にワカサギは前回調査よ

り各地で採捕され、尾数も多くなっている。一方、ホンモロコ、デメモロコ、スジエピは

減少傾向で、特にホンモロコの減少は著しく、今回調査では秋期、冬期をあわせて45地点

での調査にもかかわらず、合計で28尾しか採捕されなかった。

従来、沖曳網漁業はホンモロコ、スゴモロコ、デメモロコといったモロコ類やスジエピ

およびイサザを対象とする漁法であったが、近年、それらの減少とワカサギの増加により、
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ワカサギが主たる漁獲物に変わってきており、漁法もワカサギに合わせて、曳網速度を速

めたり、目合いを荒くする等のワカサギ用沖曳網として改良されてきている。また、ワカ

サギ沖曳から派生して、従来、沖曳網ではあまり漁獲されることはなかった大型のフナを

ねらう沖曳網も出現してきている。但し、今回の調査では前回調査に準ずるため、前回調

査と同様の目合いの沖曳網を使用した。
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表6河川における地点別魚類等採集結果(1)
姉)11 芹川 愛知川

1994 2002-03年 199412002 1994年 ! 2002.......03年
種名 上流上流中流下流;上流上流中流下流 上流;上流 上流中流下流j上流中流下流

{高時')11) i(高崎川}

スナヤツメ ム ムム ム ム ムム
ウナギ ム ムム ム ム ム
アユ ム 。 ム 。 ム O ム
イワナ 。 。 。 。 。 。 ム ム
ニジマス ム ム
ヤマメ
アマゴ @ 。 ム o 0 ム 。 。 。 ム ムム
ピワマス ム
カワムツ 。 @ ム o @ ムム ム @ ムム

B型 B型 B型
オイカワ @ @i 0 @ ム 。 o i 0 @ 
ハス
ウグイ 。 。 。
アプラハヤ @ 。 。 @ @ 。 ム ム 。 ム @
タカハヤ 。 。 。 。 ム 。@ 。 @ 
タモロコ ム
ホンモロコ
ムギツク 。 。
モツゴ ム
ピワヒガイ ム
カマツカ ム ム ム O ム
ゼゼラ
スゴモロコ
デメモロコ
イトモロコ ム
ニゴイ
ズナガニゴイ
コイ ム ム
ニゴロプナ ム ム
ゲンゴロウブナ
ギンプナ ム 。 o ! 0 0 
フナ類稚魚 ム O ム
ヤリタナゴ ム
アプラボテ 。 ム
タイリクパラタナゴ
カネヒラ
ドジョウ ム ム ム
シマドジョウ 。 ム 。 ム ム 。 ム @
アジメドジョウ 。 @ム
ホトケドジョウ ム
ギギ ム ム
アカザ ム ム ム ムム
ナマズ ム ム ム ム
メダカ

ム|カムルチー
コクチパス
オオクチパス ム ム
ブルーギル 。
ドンコ ム ム ム ム ム
ヨシノボリ @ 。 @ 。 O! 0 @ 
カワヨシノボリ ム ム ム ム ム ムム
ヌマチチプ ム 。 ム 0|
ウキゴリ ム ムム O
カジカ ム 。 ム @10 。 ム ムム
ウツセミカジカ 0 ム
ヌマエピ @ 

!'::，.i 

テナガエピ ム
スジエピ @ 
アメリカザリガニ ム
サワガニ ム ム ム ム

ρ
0
 

噌
2
目
晶



表6河川における地点別魚類等採集結果(2)

野洲川 大戸川 伯楽川 瀬田JIl※
1994年 ~ 2002'""03年 1994年 i02'""03年 1994!2002 1994i02'""03 

種名 上流上流中流下流i上流上流中流下流 上流中流i上流中流 上流i上流 中流j中流
(大原)11) i (大原)11)

スナヤツメ ム
ウナギ ム
アユ 。。 @ 。
イワナ ム ム 。
ニジマス
ヤマメ
アマゴ ム 。 ム 。 ム
ピワマス
カワムツ 。。ム ム 。。 。@ @!@  0 @!@  。。

B型 B型 B型 B型 B型 B型 A型
オイカワ ム ム @ 。@ ム @iO ム ムム @i @ 
ハス
ウグイ
アブラハヤ @ ム ムム
タカハヤ ム 。 。 O!@  
タモロコ 。ム ム
ホンモロコ ム
ムギツク 。ム 。 ム 。
モツゴ ム ム ム
ピワヒガイ ム
カマツカ 。 。ム O 。。OiO  d. ムム 。。
ゼゼラ ム @ ム
スゴモロコ 。
デメモロコ ム
イトモロコ 。 。
ニゴイ ム 。。
ズナガニゴ、イ ム 。
コイ ム ム A 
ニゴロブナ ム ム ム ム
ゲンゴロウブナ ム ム
ギンプナ ム ム ム ム ムムム ム
フナ類稚魚 。
ヤリタナゴ ム ム
アプラボテ @ ム
タイリクパラタナゴ ム ム
カネヒラ ム
ドジョウ ム 。 ム
シマドジョウ 。ム ム ム A
アジメドジョウ ム ム ム O
ホトケドジョウ
ギギ ム ム ムム ムム
アカザ ム ム ム ム ム
ナマズ ム ム ムム
メダカ ム
カムルチー
コクチパス ム
オオクチパス ム ムム
ブルーギル ム ム @
ドンコ ム ム ムムム 。
ヨシノボリ 。@10  。。 ム 。。
カワヨシノボリ 。。 ム 。 。O!O  0 。。 ム
ヌマチチプ 。。 @ 。
ウキゴリ 。 ム ム
カジカ ム ム ムム
ウツセミカジカ ム
ヌマエピ ム

ムoム ム

テナガエピ @ 
スシエビ ム ム 。 ム 。
アメリカザリガニ ム ム
サワガニ ム ム

庁
，
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4
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4
 



表6河川における地点別魚類等採集結果(3)

安曇川 石田川
1994年 i 2002"'03年 1994i2003 

種名 上{針如流11)中流下流上信欄流川)中流下流 上流j上流
. 

スナヤツメ ム ム;ム ム 。 ム.ム
ウナギ ム ム iム ム ム

※瀬田川中流は大石川下流地点を含む

アユ ム 。;ム ム
イワナ ム ム 。 。 業記号の説明

ニジマス ム
-上流調査

ヤマメ
調査一日当たりの採捕尾数

アマゴ 。 。 ム ム 。 ム
ム <10~至。 <50~五@

ピワマス ム
-中・下流調査

カワムツ 。 @ ム 。 。 010  
調査1時間当たりの採捕尾数

jB型 B型 lB型 ム<10豆 0<50~五@

オイカワ 。 0 ムム OiO  
ハス ム ム i 
ウグイ 。 。 ム iム O 。;。
アプラハヤ 。 。 ojo o o 
タカハヤ @ 。 !@ O!@  
タモロコ
ホンモロコ ム iム
ムギツク i 
モツゴ ム ~ 

ピワヒガイ ム i
カマツカ 。 ム ム
ゼゼラ 2 2 •••• 

2 

スゴモロコ ~ 

デメモロコ
. 

イトモロコ 。 ム i
E ム

ニゴイ ム . 
E 

ズナガニゴ、イ 2 

コイ
ニゴロプナ ム i ム z 

ゲンゴロウプナ
ギンプナ
フナ類稚魚 ム i
ヤリタナゴ
アプラボテ
タイリクバラタナゴ‘ ~ 
カネヒラ
ドジョウ ム i
シマドジョウ 。 ム ム iム ム ム
アジメドジョウ 2 

ホトケドジョウ
ギギ
アカザ ム ム ム
ナマズ
メダカ
カムルチー

2 ~ 

コクチパス
Z E -• 2 

オオクチパス . -z z 

: 

ブルーギル 2 

ドンコ ム ム iム ム
ヨシノボリ ム Oi 。 。
カワヨシノボリ 。 ム 10 ム;
ヌマチチプ ol ム ~ 
ウキゴヲ 01 ム 。
カジカ @ OiO  
ウツセミカジカ

o .i 0 。 ! 

ヌマエピ Oi : 

テナガエピ 。
2 Z 2 • 

スジエビ 01 。 ム j

アメリカザリガニ
2 2 • 2 

ム
サワガニ

， : 
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表9 琵琶湖沿岸における地点別魚類等採集結果および前回調査との比較(小型沖曳網)
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